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し
て
、
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
、
公

正
な
選
挙
の
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

中
で
も
、
未
来
の
有
権
者
で
あ
る
小

中
学
生
へ
の
「
選
挙
出
前
講
座
」
は
県

内
で
も
先
駆
的
に
取
り
組
み
、
若
い
人

に
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
の
活
動
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
し
て
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
衛
生
課�

☎
８
９-

３
３
３
６

▼
水
道
管
な
ど
の

　

凍
結
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　

冬
場
の
こ
の
時
期
は
、
水
道
管
な
ど
凍

結
に
よ
る
破
損
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

凍
結
事
故
を
最
小
限
に
す
る
た
め
次
の

こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
通
水
に
よ
る
凍
結
防
止
法

　

冷
え
込
み
の
厳
し
い
場
合
は
台
所
や
洗

面
所
の
蛇
口
を
少
し
だ
け
開
け
て
お
く
と

凍
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ガ
ス
給
湯
器
の

場
合
、
操
作
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
説

明
書
に
従
い
、
予
め
設
置
店
等
の
指
導
を

受
け
て
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
管
が
露
出
し
て
い
る
場
合

　

室
内
室
外
問
わ
ず
、
管
が
露
出
し
て
い

る
箇
所
は
必
ず
保
温
材
を
巻
く
か
凍
結
防

止
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

※
注
意
事
項

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
給
水
装
置
利
用
者
の

管
理
義
務
の
ひ
と
つ
で
す
。
万
が
一
、
凍

結
に
よ
る
水
道
管
、
給
湯
器
等
の
破
損
が

発
生
し
た
場
合
は
、
止
水
栓
を
閉
め
（
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
ハ
ン
ド
ル
を
右
に

回
す
）、
利
用
者
か
ら
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
へ
直
接
連
絡
し
、
早
急
に
修
理
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
破
損
に
伴
う
修
繕
費
用
及
び
水
道

使
用
料
は
、
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

▼ 

府
中
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成
�1
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
期
間
は

　

２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
月
）ま
で
で
す
。

※�

還
付
申
告
の
場
合
は
、
２
月
15
日
（
月
）
以
前
で
も
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
、
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
24
時
間

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

●
確
定
申
告
会
場
の
開
設
日
程

期　

間

受
付
時
間

会
場
名

２
月
１
日
（
月
）

�

～
３
月
15
日（
月
）
午
前
９
時
～

�

午
後
４
時
府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
府
中
市
府
川
町
70
番
地
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※�

上
記
期
間
中
は
、
府
中
税
務
署
で
は
申
告
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

府
中
税
務
署　

☎
０
８
４
７
‐
４
５
‐
２
５
７
０

期　

間

受
付
時
間

２
月
15
日
（
月
）

�

～
３
月
12
日
（
金
）（
午
前
）
９
時
～
11
時
30
分

（
午
後
）
１
時
～
４
時

※�

相
談
日
及
び
相
談
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
振
興
会

を
経
由
し
、
行
政
区
ご
と
に
別
途
回
覧
文
書
を
配
布
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
、
そ

れ
以
外
の
日
で
受
付
を
行
わ
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
税
務
係
又
は
各
支
所
町
民
課
町
民
係

　

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
永
年
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
梅
岡
壽
啓
さ
ん
（
高
蓋
）
に
対
し
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
岡
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
広
島
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
実
践
委
員
と

選
挙
制
度
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
表
彰

　

第
29
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
広
島
県
大
会
で
、
最
優
秀
賞
の
ひ
と

つ
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た
三
和
中
学
校
２
年
生
の
重
松
佑

加
子
さ
ん
の
「
笑
顔
と
元
気
」
が
、
全
国
大
会
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
12
月

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
表
彰

福　

祉　

課�
☎
８
９-

３
３
３
５

▼
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

　

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
予
約
貸
付
の
申
請
を
受

付
け
て
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

平
成
22
年
４
月
の
進
学
等
を
希
望
し
て
い
る

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
児
童

・�

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦
ま
た
は
20
歳
以
上
の
子

・
父
母
の
な
い
児
童

○
対
象
と
な
る
資
金
（
※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
）

・ 

修
学
資
金
…
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学

校
ま
た
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る
た
め
の
授
業

料
、
書
籍
代
、
交
通
費
な
ど
に
必
要
な
資
金

・ 

就
業
資
金
…
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技

能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

・ 

就
学
支
度
資
金
…
就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要
な

入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

○
申
込
締
切
り　

２
月
19
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

生
活
福
祉
係

▼ 

平
成
21
年
４
月
か
ら
９
月
に

　

新
規
に
要
介
護
認
定
を
申
請
さ
れ
た
方
へ

保　

健　

課�

☎
８
９-

３
３
６
６

　

要
介
護
認
定
の
方
法
が
平
成
21
年
10
月
よ
り
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
見
直
し
前
の
４
月
か
ら
９
月
の
間
に
新
規

申
請
し
、「
非
該
当
」
と
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
認
定
さ

れ
た
介
護
度
が
実
情
と
一
致
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る

場
合
は
再
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊ 

必
ず
希
望
通
り
の
要
介
護
度
で
認
定
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
介
護
保
険
係
又
は
各
支
所
町
民
課
町
民
係

▼ 

平
成
22
年
度
町
県
民
税
（
平
成
21
年
中
所
得
分
）

　

申
告
受
付
日
程
に
つ
い
て

22
日
、
三
和
中
学
校
で
広
島
法
務
局
の

根
岸
人
権
擁
護
部
長
か
ら
表
彰
状
を
手

渡
さ
れ
た
重
松
さ
ん
は
、「
お
年
寄
り

の
方
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
が
み
ん
な
に
伝
わ
っ
た
ら
嬉
し

い
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
が
毎
年
主
催
す
る
も
の
で
、

今
回
は
６
，
６
２
４
校
か
ら
過
去
最
多

の
88
万
３
，
７
４
６
編
の
応
募
の
中
で

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
前
原

弘
臣
さ
ん
（
小
野
）
と
佐
伯
知
省
さ
ん
（
高
蓋
）
の

お
二
人
が
、
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
人
権

擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵
犯
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
す
み
や
か
に

適
切
な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
。
前
原
さ
ん
は
油
木
地
区
、
佐
伯

さ
ん
は
三
和
地
区
を
担
当
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

前原弘臣さん（小野）佐伯知省さん（高蓋）

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
第
59
回
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
豊
松
中
学
校
３
年
生
の
新
内
す
ず
み

さ
ん
が
県
内
最
優
秀
賞
の
広
島
県
推
進
委

員
会
委
員
長
賞
（
広
島
県
知
事
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
「
誇
れ
る
も
の
・
大
切
に
し
て
い
き
た

い
も
の
」
と
題
し
た
受
賞
作
品
は
、「『
一

つ
の
家
族
の
よ
う
に
お
互
い
を
温
か
く
見

守
り
合
え
る
地
域
（
豊
松
地
区
）
が
大
好

き
で
一
番
の
誇
り
・
宝
物
』
と
都
会
で
は

既
に
失
わ
れ
た
温
か
い
地
域
の
特
色
を
見

事
に
表
現
し
て
い
る
」と
評
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う　

新
内
す
ず
み
さ
ん

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト　

最
優
秀
賞

�広報 神石高原●2010年1月� 広報 神石高原●2010年1月

TOPICS NEWS&Hot  Town News 町からのお知らせ


